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「ＴＰＰ交渉即時撤退」「安保関連法案の廃案」
求める特別決議を採決

第67回　通常総会　開催



②

第67回
通常総会

「
生
産
の
向
上
と
販
売
強
化
」
め
ざ
す

事
業
方
針
を
決
定

組
合
員
か
ら
農
業
後
継
者
問
題
や

販
売
促
進
を
望
む
意
見
出
さ
れ
る

　

六
月
二
十
八
日
（
日
）
十
三
時
三

十
分
よ
り
、
下
郷
小
学
校
体
育
館
に

お
い
て
第
六
十
七
回
下
郷
農
協
通
常

総
会
が
、
組
合
員
二
六
〇
名
（
実
出

席
一
二
二
名
、
委
任
と
書
面
議
決
一

三
八
名
）
の
出
席
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

総
会
は
、
鎌
城
地
区
の
伊
原
忍
さ

ん
を
議
長
に
選
出
し
二
〇
一
四
年

度
事
業
報
告
等
の
承
認
を
受
け
た

後
、
「
生
産
の
向
上
と
販
売
強
化
」

を
め
ざ
し
た
二
〇
一
五
年
度
事
業
計

画
を
は
じ
め
と
す
る
全
五
議
案
の
す

べ
て
を
可
決
・
承
認
、
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
か
ら
の
即
時
撤
退
を
求
め
る
特
別

決
議
」
「
安
保
関
連
法
案
（
戦
争
法

案
）
の
廃
案
を
求
め
る
特
別
決
議
」

を
満
場
の
拍
手
で
採
択
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
来
賓
と
し
て
小
野
洋
介
大

分
県
北
部
振
興
局
長
、
須
藤
彰
中
津

市
副
市
長
を
は
じ
め
、
系
統
・
関
係

諸
団
体
や
愛
媛
有
機
農
産
生
活
協
同

組
合
な
ど
の
産
直
消
費
者
の
組
織
代

表
の
方
々
の
ご
臨
席
を
頂
き
ま
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
通
常
総
会
で
の
組
合

長
あ
い
さ
つ
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
六
十
七
回 

下
郷
農
協
通
常
総
会 

組
合
長
あ
い
さ
つ

  

本
日
こ
こ
に
第
六
十
七
回
通
常
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
組
合

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
毎
日

の
農
作
業
で
お
疲
れ
の
中
、
ま
た
、

梅
雨
の
晴
れ
間
で
大
変
貴
重
な
お
時

間
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

  

日
ご
ろ
農
協
の
事
業
並
び
に
運
動

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
ま
し
て
心
か
ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

  
ま
た
、
本
日
は
ご
多
忙
の
中
、
大

分
県
北
部
振
興
局
よ
り
小
野
振
興
局

長
様
、
中
津
市
よ
り
須
藤
副
市
長
様

を
は
じ
め
多
数
の
ご
来
賓
の
皆
様
の

ご
臨
席
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
後
ほ
ど
ご
紹
介
を
兼

ね
ま
し
て
、
ご
祝
辞
、
激
励
の
言
葉

を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
国
会
で
は
日
本
を
戦
争
す

る
国
へ
と
す
る
「
安
全
保
障
関
連
法

案
」
い
わ
ゆ
る
「
戦
争
法
案
」
の
審

議
が
山
場
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

結
論
あ
り
き
で
乱
暴
な
憲
法
解
釈

に
よ
り
何
と
し
て
も
今
国
会
で
の
成

立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
日
本
は
平
和
憲
法
の
下
、

攻
撃
し
な
い
の
が
日
本
の
良
さ
で
し

た
が
、
こ
の
法
案
は
日
本
が
攻
撃
さ

れ
て
い
な
い
の
に
集
団
的
自
衛
権
を

行
使
し
て
、
自
衛
隊
が
参
戦
し
、
海

外
で
戦
争
を
す
る
と
い
う
事
で
す
。

　

若
者
が
「
殺
し
、
殺
さ
れ
る
」
事

態
が
ま
さ
に
決
め
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
も
大
詰
め
を
迎
え

て
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
大
き
な
鍵
を
握
る

代表理事組合長

矢　﨑　和　廣



③

米
国
議
会
の
大
統
領
貿
易
促
進
権
限

（
Ｔ
Ｐ
Ａ
）
法
案
は
、
六
月
十
二
日

に
一
旦
は
下
院
で
否
決
さ
れ
ま
し
た

が
、
二
十
四
日
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
は
、
交
渉
権
限
を
議
会
か

ら
大
統
領
に
委
ね
る
と
い
う
事
で
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
が
Ｔ
Ｐ
Ａ
法
案
の
成
立

の
遅
れ
で
停
滞
し
て
い
た
た
め
、
今

後
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
妥
結
に
向
け
て
一

気
に
動
き
出
す
事
に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
私
た
ち
の
命
と
く
ら

し
・
日
本
の
農
業
に
と
っ
て
重
大
局

面
を
迎
え
る
大
き
な
問
題
と
い
う
事

で
、
議
事
の
最
後
に
「
戦
争
法
案
の

廃
案
を
求
め
る
特
別
決
議
」
並
び
に

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
の
即
時
撤
退
を

求
め
る
特
別
決
議
」
を
ご
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、
全
員
の
ご
承
認
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
二
〇
一
四
年
度
は
、
安
倍

政
権
に
よ
る
経
済
政
策
が
影
響
し
、

円
安
に
よ
る
輸
入
品
価
格
押
し
上
げ

で
生
活
必
需
品
の
値
上
げ
な
ど
生
活

が
厳
し
く
な
る
上
に
、
多
く
の
国
民

の
反
対
の
声
を
無
視
し
て
四
月
か
ら

消
費
税
が
八
％
に
増
税
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
畜
産
農
家
は
円
安
に
よ
る

配
合
飼
料
の
高
騰
で
一
層
経
営
が
厳

し
い
上
に
、
資
材
の
値
上
げ
や
過
去

に
例
の
な
い
よ
う
な
子
牛
の
高
値
に

よ
る
肥
育
牛
購
入
価
格
の
高
騰
な
ど

厳
し
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

　

現
在
も
そ
の
状
況
は
続
い
て
お
り
、

各
生
産
者
と
は
協
議
を
し
な
が
ら
生

産
を
続
け
て
頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

ま
た
、
米
の
生
産
者
に
と
っ
て
は
、

米
価
が
前
年
よ
り
も
一
俵
三
、
〇
〇

〇
円
下
が
っ
て
約
九
、
〇
〇
〇
円
と

な
り
、
一
〇
、
〇
〇
〇
円
を
切
る
と

い
う
大
幅
な
下
落
で
し
た
。

　

農
協
と
し
て
は
組
合
員
の
再
生
産

可
能
な
価
格
に
少
し
で
も
近
づ
け
ら

れ
る
様
、
二
、
〇
〇
〇
円
の
上
乗
せ

を
し
て
買
い
入
れ
を
し
ま
し
た
が
、

今
後
も
一
層
下
落
す
る
の
で
は
な
い

か
と
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
二
〇
一
四
年
度

決
算
は
、
結
果
と
し
て
事
業
利
益
一

七
、
九
六
七
千
円
、
税
引
き
後
当
期

利
益
一
三
、
〇
一
六
千
円
と
な
り
、

累
積
赤
字
は
八
四
、
一
二
〇
千
円
に

減
少
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

た
だ
、
産
直
を
中
心
と
し
た
経
済

事
業
で
は
、
売
り
上
げ
が
伸
び
悩
ん

だ
事
や
円
安
に
よ
る
資
材
の
高
騰
や

燃
油
の
高
騰
に
よ
る
配
送
費
の
増
大

な
ど
経
費
の
増
加
も
重
な
り
厳
し
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
十
月
十
二
日
の
臨
時

総
会
を
経
て
、
三
月
二
十
二
日
に
大

分
信
連
へ
信
用
事
業
譲
渡
を
致
し
ま

し
た
。

　

農
協
改
革
を
め
ぐ
る
動
き
や
金
融

規
制
等
に
か
か
る
対
応
の
負
担
を
軽

減
し
、
こ
れ
か
ら
も
産
直
を
中
心
と

し
た
経
済
事
業
で
合
併
せ
ず
に
下
郷

農
協
と
し
て
頑
張
る
方
針
を
ご
理
解

頂
き
信
用
事
業
譲
渡
を
実
現
す
る
事

が
出
来
た
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

た
だ
、
貯
金
を
利
用
す
る
う
え
で
、

今
ま
で
通
り
と
は
行
か
な
い
と
い
う

点
で
少
な
か
ら
ず
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
い
る
事
に
つ
き
ま
し
て
、
心
か

ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
上
で
何
卒
こ
れ
ま
で

通
り
の
ご
利
用
を
切
に
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

農
業
・
農
協
を
巡
っ
て
は
明
る
い

話
題
が
少
な
く
、
次
々
と
情
勢
は
変

化
し
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
苦

難
の
中
で
維
持
・
発
展
し
て
き
た
下

郷
農
協
を
、
何
と
し
て
も
存
続
し
、

あ
く
ま
で
も
農
家
組
合
員
の
所
得
の

向
上
を
目
指
し
、
そ
し
て
皆
様
に
役

立
つ
農
協
と
な
る
よ
う
に
し
っ
か
り

と
そ
の
か
じ
取
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員

の
皆
さ
ん
に
は
、
農
畜
産
物
の
生
産

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、

現
在
送
迎
も
し
て
い
ま
す
ふ
れ
あ
い

の
店
や
診
療
所
・
デ
イ
ケ
ア
の
ご
利

用
、
借
入
や
共
済
な
ど
、
是
非
と
も

ご
利
用
し
て
頂
く
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

　

下
郷
農
協
が
地
域
農
業
、
そ
し
て

地
域
に
役
立
つ
農
協
と
な
る
べ
く
、

そ
の
先
頭
に
立
っ
て
こ
れ
か
ら
も
頑

張
る
決
意
を
述
べ
ま
し
て
、
本
総
会

に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

  

本
日
は
お
忙
し
い
中
、
ご
参
加
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。



④

参加者の輪ひろがり5世帯が初参加
耶馬溪合鴨愛好会が消費者招き田植え交流会

　梅雨の合間をぬって好天に恵まれた６月20日、下郷樋山路地区の水田で耶馬溪合

鴨愛好会による恒例の稲作（田植え）体験交流会が行われました。

　今年も下郷農協健康米生産組合の完全無農薬米を栽培する水田に、北九州の「ち

いさいおうち共同保育園」の園児や保護者が田植えを体験、作業の後は、下郷農協

の食材でバーベキューを食べなが

ら生産者らと親睦を深めました。

　参加された保護者の方から感想

文をいただきましたので、紹介さ

せて頂きます。

　稲作生産者や下郷農協の皆さんのおかげで10年以上も続いている田植え、
稲刈り交流。いつも参加案内と同時に、もう田植えの季節か～、そろそろ稲
穂が実っているかな…と季節を感じさせてもらっています。
　今回は、９世帯28名の参加で、その中の５世帯が初参加でしたが、日頃の
泥んこ遊びのおかげで子ども達は臆することなく田んぼへ突入！して行き、
泥と格闘しながら苗を植えることができました。
　田植えの後のバーベキューでは、初参加の方から「入田した時の感触が何
とも言えず気持ちよかった」、「田んぼと自然に癒された」、「稲の成長が
楽しみ、稲刈りにも来ます！」という感想が出されました。
　本当に貴重な体験をさせていただきありがとうございました。実りの秋が
楽しみです！

認定こども園　ちいさいおうち共同保育園
保護者　内田　綾野



⑤

「
こ
こ
は
下
郷
入
口
」
⑫  

霧
山
　
深
兵
衛

金
吉
・
伊
福
の
墓
は

後
藤
又
兵
衛
基
次
の
墓
か

（
そ
の
四
）

　
今
号
で
は
、
国
学
者
・
森
春
樹
氏

が
日
田
の
歴
史
に
つ
い
て
調
べ
て
書

い
た
『
日
田
郡
志
』
『
亀
山
抄
』

『
豊
西
説
話
』
等
に
同
趣
旨
が
記
さ

れ
て
い
る
「
豊
臣
秀
頼
の
薩
摩
落

ち
」
を
検
証
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
「
日
田
三
隈
川
ノ
南
ノ
河
原
、
北

高
瀬
村
ノ
内
、
今
市
河
原
ニ
テ
、
後
藤

又
兵
衛
及
予
ガ
輩
公
ヨ
リ
御
暇
ヲ
給
リ
、

既
ニ
其
廣
川
原
ニ
テ
、
御
別
離
ノ
杯
ヲ

給
リ
、
公
ハ
薩
ヘ
趣
給
フ
」
「
秀
頼
公
、

日
田
ニ
來
リ
給
ヒ
シ
路
、
豊
前
下
毛
郡

山
國
ヨ
リ
日
田
伏
木
村
ノ
石
坂
ヲ
下
リ
、

秋
原
、
藤
山
、
財
津
、
用
松
、
羽
野
、

豆
田
等
ノ
所
々
過
、
今
市
河
原
ニ
來
リ

給
ヘ
ル
ナ
ル
ベ
シ
。
其
謂
ハ
山
國
中
摩

村
真
言
宗
明
圓
寺
ニ
入
玉
ヒ
、
午
時
餉

ヲ
ツ
カ
ヒ
玉
ヒ
シ
事
、
明
圓
寺
ニ
傳
ア

リ
」
（
『
日
田
郡
志
』
よ
り
抜
粋
）
。

　
「
秀
頼
山
國
谷
に
は
い
つ
れ
よ
り

來
り
し
か
と
云
に
豊
前
の
椎
田
八
屋

杯
云
邊
に
着
岸
な
る
へ
く
お
も
は

る
ゝ
よ
し
正
し
く
聞
所
な
れ
ど
も
こ

の
事
は
も
ら
し
お
け
り
…
」
（
『
亀

山
抄
』
よ
り
抜
粋
）

　
「
後
藤
又
兵
衛
も
此
中
に
あ
り
て

一
同
に
暇
を
給
い
し
か
又
ハ
薩
州
迄

見
送
り
立
歸
り
た
る
か
又
豊
前
下
毛

郡
に
て
い
と
ま
を
給
ハ
り
し
か
山
國

金
吉
村
の
内
伊
福
と
云
所
に
又
兵
衛

隠
柄
の
舊
地
石
塔
あ
り
…
」
（
『
豊

西
説
話
』
よ
り
抜
粋
）

　
私
（
霧
山
深
兵
衛
）
が
こ
れ
ら
の

記
述
を
読
ん
で
理
解
し
た
内
容
を
現

代
語
に
編
集
す
る
と
、
お
よ
そ
次
の

よ
う
な
主
旨
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る

の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
「
大
坂
城
を
脱
出
し
た
豊
臣
秀
頼

は
、
後
藤
又
兵
衛
外
に
守
ら
れ
、
船

で
椎
田
か
ら
八
屋
付
近
に
着
岸
し
た
。

豊
前
・
下
毛
郡
を
通
っ
て
山
国
町
に

着
き
、
明
圓
寺
（
現
在
は
真
宗
大
谷

派
）
で
食
事
（
「
弁
当
の
エ
ビ
の
押

わ
り
を
食
べ
た
」
と
ま
で
伝
わ
る
）

を
し
て
、
伏
木
峠
を
越
え
て
日
田
に

出
た
。
日
田
の
今
市
河
原
（
現
在
は

三
隈
川
の
屋
形
船
が
並
ぶ
広
い
川

辺
）
で
秀
頼
と
別
れ
た
後
藤
又
兵
衛

は
金
吉
の
伊
福
に
隠
れ
住
み
、
そ
の

地
に
墓
が
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

前
号
で
紹
介
し
た
『
耶
馬
溪
町
史
』

い
の
で
は
な
い
か
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
①
豊
前
が
大
坂
夏
の
陣
の

後
も
細
川
忠
興
の
領
地
で
あ
っ
た
こ
と
。

②
豊
前
は
、
細
川
氏
の
前
は
黒
田
氏
の

領
地
で
あ
り
、
又
兵
衛
も
長
く
居
住
し
、

土
地
柄
や
地
形
を
熟
知
し
て
い
た
と
思

う
か
ら
で
す
。

　
又
兵
衛
は
、
筑
前
（
福
岡
）
の
益

富
城
（
大
隈
城
）
か
ら
脱
藩
し
、
隣

の
豊
前
に
入
り
ま
す
。
細
川
忠
興
は

又
兵
衛
を
家
臣
に
取
り
立
て
よ
う
と

し
ま
す
が
、
黒
田
長
政
の
執
拗
な
抗

議
に
よ
り
、
又
兵
衛
を
手
放
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
又
兵
衛

は
豊
前
を
出
る
と
き
、
息
子
の
「
又

一
郎
」
を
細
川
忠
興
に
預
け
た
よ
う

で
す
。
又
一
郎
は
後
に
細
川
家
臣
に

な
り
ま
す
。
『
細
川
幽
斎
・
忠
興
の

す
べ
て
』
（
米
原
正
義
編
二
〇
〇
〇

年
発
行
）
内
の
「
細
川
家
臣
団
人
名

事
典
」
（
諏
訪
勝
則
著
）
に
「
後
藤

又
一
郎
・
後
藤
又
兵
衛
男
。
九
歳
ま

で
忠
興
に
預
け
ら
れ
、
大
坂
の
陣
の

後
、
忠
興
の
助
命
嘆
願
に
よ
り
、
許

さ
れ
て
細
川
家
臣
と
な
る
。
知
行
五

百
石
」
と
あ
り
ま
す
。

の
記
述
も
森
春
樹
著
『
日
田
郡
志
』

を
引
用
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
『
日
田
郡
志
』
は
寛
政
九
年
（
一

七
九
七
）
、
『
亀
山
抄
』
は
文
政
十

三
年
（
一
八
三
〇
）
、
『
豊
西
説

話
』
の
著
作
年
は
「
文
政
十
一
年
以

降
天
保
の
初
め
の
間
と
考
え
ら
れ

る
」
（
昭
和
四
十
九
年
・
田
中
晃
著

『
日
田
文
化
』
の
「
森
春
樹
抄
」
よ

り
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
『
日
田
郡
志
』
は
大
坂
夏
の
陣

（
一
六
一
五
）
か
ら
約
一
八
二
年
後
、

伊
福
の
茂
助
が
後
藤
又
兵
衛
の
墓
を

建
て
か
え
た
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六

三
）
か
ら
約
三
十
四
年
後
の
著
作
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
金
吉
・
伊
福
の
「
後
藤

又
兵
衛
の
墓
」
を
紹
介
す
る
文
章
に
は
、

よ
く
「
日
出
」
が
登
場
し
ま
す
。
「
後

藤
又
兵
衛
は
豊
臣
秀
頼
を
守
っ
て
船
で

豊
後
日
出
に
着
い
た
」
な
ど
と
述
べ
て

い
ま
す
。
当
時
の
日
出
藩
主
「
木
下

延
俊
」
（
正
室
は
細
川
忠
興
の
妹
・
加

賀
）
が
豊
臣
秀
吉
の
正
室
・
北
の
政
所

（
ね
ね
）
の
甥
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

一
般
的
に
は
「
日
出
が
一
番
安
全
だ
ろ

う
」
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う

か
。
し
か
し
私
は
、
こ
の
説
に
疑
問
を

持
っ
て
い
ま
す
。
豊
臣
秀
頼
が
一
番
安

全
な
日
出
に
着
い
た
の
に
、
そ
こ
か
ら

ま
た
わ
ざ
わ
ざ
薩
摩
へ
落
ち
延
び
る
こ

と
に
な
る
の
で
す
。
ま
た
、
詳
し
く
は

後
に
紹
介
し
ま
す
が
、
日
出
か
ら
薩
摩

へ
の
経
路
も
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
私
は
、
後
藤
又
兵
衛
に
と
っ

て
一
番
安
全
な
場
所
は
「
豊
前
し
か
な

豊臣秀頼が立ち寄ったとされ
る山国町の明圓寺

又兵衛が黒田時代に城番を務め
た益富城跡（福岡県嘉麻市）



⑥

『穀物水分計』の検診について
穀物水分計の検診を実施しますので、受検希望の方は８月18日㈫までに指
導販売部（松岡）へ穀物水分計の持ち込みをお願いします。

・対象銘柄（メーカー）　：　ケット・サタケ・静岡製機
・穀物水分計持込締切日　：　平成27年８月18日（火）まで
・受検後の受け渡し日　　：　平成27年８月28日（金）～
　　　　　　　　　　　　　　〔指導販売部で受け渡しします。〕
・穀物水分計の検診料　　：　1,500円（税別・期間内検診時）
＊但し、交換部品代・オーバーホール代は別途請求致します。

◎お問合せ：下郷農協 指導販売部 担当 松岡まで（℡0979-56-2630）

　

七
月
十
一
日
（
土
）
、
下
郷
農
協

女
性
部
は
部
員
他
十
八
名
で
、
浮
羽
、

久
留
米
方
面
へ
研
修
旅
行
に
行
き
ま

し
た
。
最
初
に
「
道
の
駅
う
き
は
」

に
寄
り
、
野
菜
や
加
工
品
の
品
揃
え

を
見
学
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
野
菜
・

果
物
・
加
工
品
の
種
類
の
豊
富
さ
や
、

買
い
物
客
の
多
さ
に
驚
き
な
が
ら
、

買
い
物
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　

次
に
鎌
城
地
区
で
生
産
さ
れ
た
小

麦
粉
を
使
用
し
て
、
下
郷
農
協
が
素

麺
、
乾
う
ど
ん
の
製
造
を
依
頼
し
て

い
る
栗
木
商
店
を
訪
れ
、
実
際
の
製

造
工
程
を
見
学
し
、
昼
食
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化

さ
れ
て
い
な
が
ら
も
、
要
所
で
は
人

の
手
が
必
要
な
事
、
小
麦
粉
を
こ
ね

て
か
ら
生
地
を
寝
か
せ
る
こ
と
が
重

要
、
素
麺
は
二
年
も
の
位
の
方
が
熟

成
さ
れ
て
美
味
し
い
等
の
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。
昼
食
に
は
栗
木
商
店
で

製
造
さ
れ
て
い
る
ラ
ー
メ
ン
の
試
食

も
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん

「
美
味
し
い
」
と
い
た
だ
い
て
い
ま

し
た
。

　

昼
食
後
は
久
留
米
に
移
動
し
、
女

性
部
が
物
品
販
売
と
し
て
扱
っ
て
い

る
廃
油
石
け
ん
の
工
場
見
学
を
行
い

ま
し
た
。
「
産
直
大
地
の
会
久
留

米
」
の
池
田
尚
子
さ
ん
と
野
田
佐
智

子
さ
ん
が
対
応
し
て
く
だ
さ
り
、
廃

油
石
け
ん
を
作
る
作
業
を
み
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
廃
油
石
け
ん
が
洗
濯
、

食
器
洗
い
か
ら
、
洗
髪
の
シ
ャ
ン
プ

ー
に
も
な
る
こ
と
な
ど
説
明
を
受
け
、

皆
感
心
し
な
が
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
。

対
応
し
て
く
だ
さ
っ
た
池
田
さ
ん
、

野
田
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

帰
り
途
中
で
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
故

障
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、
部
員
の

皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。



⑦

お
便
り
募
集
�

　

中
津
市
耶
馬
渓
町

大
字
大
島
二
一
五

－

四

　

下
郷
農
協　

農
協
新
聞
係
宛

ま
た
は
メ
ー
ル
で
、

kikaku-2@
sim
ogonokyou.or.jp

お
　
願
　
い

　
ガ
ソ
リ
ン
代
、
新
聞
代
、
ガ
ス
代

等
を
通
帳
よ
り
自
動
引
き
落
と
し
さ

れ
て
い
る
方
は
、
残
高
不
足
で
引
き

落
と
し
不
能
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ご

注
意
下
さ
い
。

理
事
会
だ
よ
り

　

六
月
二
十
四
日
、
第
三
回
定
例
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た

の
で
、
議
案
お
よ
び
協
議
内
容
の
一
部
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

第
一
号
議
案
：
五
月
決
算
承
認
の
件
に
つ
い
て

第
二
号
議
案
：
黒
豚
の
新
規
生
産
に
つ
い
て

第
三
号
議
案
：
監
事
決
算
監
査
指
摘
事
項
に
係
る
回
答
に
つ

い
て

第
四
号
議
案
：
第
六
十
七
回
通
常
総
会
に
お
け
る
「
特
別
決

議
」
に
つ
い
て

第
五
号
議
案
：
そ
の
他

・
第
一
号
議
案
の
五
月
決
算
承
認
の
件
に
つ
い
て
は
、
事
業

利
益
△
四
、
三
七
四
千
円
の
計
画
に
対
し
△
七
、
八
九
八

千
円
で
、
三
、
五
二
四
千
円
の
未
達
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
業
利
益
は
計
画
対
比
で
、
収
益
部
門
の
う
ち
購
買
三
三

九
千
円
・
販
売
二
〇
九
千
円
・
販
売
商
品
一
四
二
千
円
等

が
達
成
、
惣
菜
一
、
四
二
〇
千
円
・
診
療
所
八
五
〇
千

円
・
牛
乳
五
三
七
千
円
等
が
未
達
成
と
な
り
ま
し
た
。

・
第
二
号
議
案
の
黒
豚
の
新
規
生
産
に
つ
い
て
は
、
既
存
生

産
者
の
減
少
に
伴
う
生
産
量
減
少
の
解
消
を
図
る
た
め
、

一
定
額
の
設
備
投
資
を
含
ん
だ
新
規
生
産
体
制
の
取
り
組

み
を
進
め
、
新
規
就
農
者
や
リ
ー
ス
に
よ
る
就
労
者
等
で
、

耶
馬
溪
黒
豚
の
生
産
量
確
保
を
目
指
す
こ
と
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

・
第
三
号
議
案
の
監
事
決
算
監
査
指
摘
事
項
に
係
る
回
答
に

つ
い
て
は
、
五
月
十
九
日
～
二
十
一
日
の
三
日
間
行
わ
れ

た
二
〇
一
四
年
度
の
監
事
決
算
監
査
に
お
け
る
指
摘
事
項

の
回
答
に
つ
い
て
付
議
・
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

・
第
四
号
議
案
の
第
六
十
七
回
通
常
総
会
に
お
け
る
「
特
別

決
議
」
に
つ
い
て
は
、
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
の
即
時
撤
退

を
求
め
る
特
別
決
議
（
案
）
」
お
よ
び
、
今
国
会
で
安
倍

政
権
が
可
決
成
立
に
執
念
を
燃
や
す
安
保
関
連
法
案
、
い

わ
ゆ
る
「
戦
争
法
案
」
の
廃
案
を
求
め
る
特
別
決
議
を
通

常
総
会
で
提
案
す
る
事
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

「ふれあいの店」より
毎月第４土曜日はポイント2倍!!

2,000円以上お買上げの方は2,000

円につきポイント２個です。

直通　℡0979-56-2225

清
水
先
生
の

“
食
の
安
心
”
に
つ
い
て

一
言

の
記
事
は
先
生
が
病
気
療
養
の
た

め
当
分
の
間
お
休
み
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。



⑧

下
郷
農
協

№
647

●
発
行
／
下
郷
農
業
協
同
組
合　
〒
871‒0431  

 
 
 
 

大
分
県
中
津
市
耶
馬
溪
町
大
字
大
島
２
１
５
－
４

TEL　
0979-56-2222 

FAX 
0979-56-3117 

http:⁄⁄shop.
sim
ogonokyou.

or.
jp／
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー掲
載
中

︽
先
月
の
解
答
︾

5 3
1 6 4

3 6
6 5 2 7
4 1 8

8 9 3 5
9 8

9 5
4 5

解
答
は
次
号
で

︽
数
独
の
ル
ー
ル
︾

①
タ
テ
９
列
、
ヨ
コ
９
列
の
そ
れ
ぞ
れ
に
１
か
ら
９
ま

で
の
数
字
が
１
つ
ず
つ
入
り
ま
す
。

②
太
線
で
囲
ま
れ
た
３
×
３
の
ブ
ロ
ッ
ク
内
︵
マ
ス
は

９
つ
︶
に
も
１
か
ら
９
ま
で
の
数
字
が
１
つ
ず
つ
入

り
ま
す
。

③
従
っ
て
、
タ
テ
、
ヨ
コ
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
、
同
じ
数

字
が
重
複
し
て
入
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

2 9 3 1 6 5 8 7 4
4 7 8 9 3 2 1 5 6
5 6 1 4 7 8 2 9 3
3 1 6 7 9 4 5 2 8
8 2 9 3 5 1 6 4 7
7 5 4 2 8 6 9 3 1
9 8 7 5 1 3 4 6 2
6 4 5 8 2 7 3 1 9
1 3 2 6 4 9 7 8 5

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

数
独
（
す
う
ど
く
）
○208

　

ク
イ
ズ
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
一

名
、
下
郷
農
協
の
商
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い

た
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

当
選
者
の
お
名
前
は
次
号
で
発
表
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

応
募
締
切
は
二
〇
一
五
年
八
月
十
日

（
必
着
）
で
す
。

①　

ク
イ
ズ
の
こ
た
え
Ａ

Ｂ

Ｃ

の
数
字

②　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

③　

下
郷
農
協
へ
の
ご
意
見
ご
要
望

④　

下
郷
農
協
の
商
品
で
好
き
な
も
の

以
上
を
ご
記
入
の
上
、

ハ
ガ
キ
の
方
は

〒
八
七
一
︱
〇
四
三
一

大
分
県
中
津
市
耶
馬
溪
町
大
字
大
島
二
一

五
︱
四

下
郷
農
協　

企
画
部　

宛

Ｆ
ａ
ｘ
の
方
は

〇
九
七
九
︱
五
六
︱
二
八
八
九

＊
個
人
情
報
は
他
社
へ
の
開
示
は
一
切
し

ま
せ
ん
が
当
選
者
の
み
紙
面
で
公
表
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

先
月
の
こ
た
え

　

A
・
７　

B
・
５　

C
・
９　

当
選
者

　

北
九
州
市　

樋
口　

信
子　

様

　

農
協
商
品
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

お盆前後の業務のご案内
８/11
㈫

８/12
㈬

８/13
㈭

８/14
㈮

８/15
㈯

８/16
㈰

８/17
㈪

８/18
㈫

８/19
㈬

ふ れ あ い の 店 売出 売出 売出
₁₂時まで 休み 休み 休み

通常
８:30～
18:30

通常
８:30～
18:30

通常
８:30～
18:30

診 療 所 外 来 休み 診療 休み 休み 休み 休み 休み 休み 診療

デ イ ケ ア 通常 通常 休み 休み 休み 休み 通常 通常 通常

野 菜 受 取
８:00
～
10:00

８:00
～
10:00

８:00
～
10:00

８:00
～
10:00

９:00
～
10:00

９:00
～
10:00

８:00
～
10:00

８:00
～
10:00

８:00
～
10:00

産 直 配 送 通常 通常
一部変則

中津便
大分便

中津便
大分便

中津便
大分便

中津便
大分便

中津便
大分便 通常 通常

金 融
通常
９:00～
15:00

通常
９:00～
15:00

通常
９:00～
15:00

通常
９:00～
15:00

休み 休み
通常
９:00～
15:00

通常
９:00～
15:00

通常
９:00～
15:00

Ａ Ｔ Ｍ
8:45
～
19:00

8:45
～
19:00

8:45
～
19:00

8:45
～
19:00

９:00
～
17:00

９:00
～
17:00

8:45
～
19:00

8:45
～
19:00

8:45
～
19:00


